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ら
に
不
利
益
に
考
慮
し
、
こ
れ
を
他
の

個
別
事
情
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

特
に
重
視
す
べ
き
要
素
で
あ
る
と
評
価

し
、
そ
の
よ
う
な
評
価
に
基
づ
い
て
本

件
不
合
格
等
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
、

そ
の
当
時
の
再
任
用
制
度
等
の
下
に
お

い
て
は
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
の
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
違

法
で
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
公
務
員
法
第
28
条

の
４
、
第
28
条
の
５

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
を
破
棄
し
、
第
１
審
判
決
中

上
告
人
敗
訴
部
分
を
取
り
消
す
。

前
項
の
部
分
に
つ
き
被
上
告
人
ら
の

請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
ら
の
負

担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
細
田
良
一
ほ
か
の
上
告

受
理
申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

東
京
都
立
高
等
学
校
の
教
職
員

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

損
害
賠
償
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷　

平
成
30
年

７
月
19
日
判
決　

平
成
28
年
（
受
）
第

５
６
３
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

破
棄
自
判
、
行
政
勝
訴　

原
審　

東
京
高
等
裁
判
所　

平
成
27
年

12
月
10
日
判
決　

平
成
27
年
（
ネ
）
第

３
４
０
１
号  

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

一
審　

東
京
地
方
裁
判
所　

平
成
27
年

５
月
25
日
判
決　

平
成
21
年
（
ワ
）
第

３
４
３
９
５
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（
要
旨
）

都
立
高
校
の
教
職
員
で
あ
る
被
上
告

人
ら
が
、
卒
業
式
に
お
い
て
国
歌
斉
唱

の
際
に
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
て
斉

唱
す
る
こ
と
を
命
ず
る
旨
の
校
長
の
職

務
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
、
教
育
委
員
会
が
再
任
用
職
員
等
の

採
用
候
補
者
選
考
に
お
い
て
、
被
上
告

人
ら
を
不
合
格
と
し
た
こ
と
は
、
一
部

違
法
で
あ
る
と
し
た
原
審
判
決
に
対

し
、
任
命
権
者
で
あ
る
都
教
委
が
、
従

前
の
勤
務
成
績
の
内
容
と
し
て
本
件
職

務
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
を
被
上
告
人

で
あ
っ
た
被
上
告
人
ら
又
は
そ
の
被
承

継
人
ら
は
、
そ
の
在
職
中
、
各
所
属
校

の
卒
業
式
又
は
入
学
式
に
お
い
て
国
歌

斉
唱
の
際
に
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し

て
斉
唱
す
る
こ
と
を
命
ず
る
旨
の
職
務

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
東
京

都
教
育
委
員
会
（
以
下
「
都
教
委
」
と

い
う
。）は
、こ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

東
京
都
公
立
学
校
の
再
任
用
職
員
、
再

雇
用
職
員
又
は
非
常
勤
教
員
（
以
下
、

併
せ
て
「
再
任
用
職
員
等
」
と
い
う
。）

の
採
用
候
補
者
選
考
に
お
い
て
、
上
記

の
者
ら
を
不
合
格
と
し
、
又
は
そ
の
合

格
を
取
り
消
し
て
、定
年
又
は
勧
奨（
以

下
「
定
年
等
」
と
い
う
。）
に
よ
る
退

職
後
に
再
任
用
職
員
等
に
採
用
し
な

か
っ
た
。

本
件
は
、
都
教
委
が
上
記
の
者
ら
を

不
合
格
と
し
、
又
は
そ
の
合
格
を
取
り

消
し
た
こ
と
（
以
下
「
本
件
不
合
格
等
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
裁
量
権
の
範
囲

の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
る
な
ど
と

し
て
、被
上
告
人
ら
が
上
告
人
に
対
し
、

国
家
賠
償
法
１
条
１
項
に
基
づ
く
損
害

賠
償
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
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に
よ
る
選
考
の
結
果
、
被
上
告
人
X7
、

同
X8
、
同
X9
、
第
１
審
原
告
Ａ
及
び
被

上
告
人
X10
は
不
合
格
と
さ
れ
、
被
上
告

人
X11
及
び
同
X12
は
、
一
旦
合
格
と
さ
れ

た
後
に
本
件
職
務
命
令
に
違
反
し
、
そ

の
合
格
を
取
り
消
さ
れ
た
。

イ　

被
上
告
人
X13
、
同
X14
、
同
X15
、

同
X16
、
同
X17
、
同
X18
、
同
X19
及
び
同
X20

は
、
平
成
20
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
定

年
に
よ
り
退
職
し
た
。
上
記
８
名
の
う

ち
被
上
告
人
X20
を
除
く
７
名
は
、
平
成

19
年
度
に
実
施
さ
れ
た
非
常
勤
教
員
採

用
候
補
者
選
考
へ
の
申
込
み
を
し
た

が
、
都
教
委
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
不

合
格
と
さ
れ
、
被
上
告
人
X20
は
、
同
年

度
に
実
施
さ
れ
た
再
雇
用
職
員
採
用
候

補
者
選
考
へ
の
申
込
み
を
し
た
が
、
都

教
委
に
よ
り
一
旦
合
格
と
さ
れ
た
後
に

本
件
職
務
命
令
に
違
反
し
、
そ
の
合
格

を
取
り
消
さ
れ
た
。

ウ　

被
上
告
人
X21
、
同
X22
、
同
X23
、

第
１
審
原
告
Ｂ
、
被
上
告
人
X24
、
同
X25

及
び
同
X26
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
定
年
に
よ
り
退
職
し
た
。
上
記

７
名
の
う
ち
被
上
告
人
X26
を
除
く
６
名

は
、
平
成
20
年
度
に
実
施
さ
れ
た
非
常

勤
教
員
採
用
候
補
者
選
考
へ
の
申
込
み

を
し
た
が
、
都
教
委
に
よ
る
選
考
の
結

果
、
不
合
格
と
さ
れ
、
被
上
告
人
X26
は
、

同
年
度
に
実
施
さ
れ
た
非
常
勤
教
員
採

用
候
補
者
選
考
及
び
再
任
用
職
員
採
用

候
補
者
選
考
へ
の
申
込
み
を
し
た
が
、

都
教
委
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
い
ず
れ

も
不
合
格
と
さ
れ
た
。

エ　

本
件
不
合
格
等
は
、
任
命
権
者

で
あ
る
都
教
委
に
よ
り
、
被
上
告
人
ら

が
本
件
職
務
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
が

重
大
な
非
違
行
為
に
当
た
る
と
評
価
さ

れ
、
勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。　

（
４
）
被
上
告
人
ら
が
採
用
候
補
者

選
考
へ
の
申
込
み
を
し
た
当
時
の
再
任

用
制
度
、
再
雇
用
職
員
制
度
及
び
非
常

勤
教
員
制
度
（
以
下
、
併
せ
て
「
再
任

用
制
度
等
」
と
い
う
。）
の
概
要
等
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア　

再
任
用
制
度
は
、
地
方
公
務
員

法
28
条
の
４
及
び
28
条
の
５
に
基
づ
く

制
度
で
あ
り
、
任
命
権
者
（
本
件
で
は

都
教
委
）
に
お
い
て
、
定
年
退
職
者
等

を
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考

に
よ
り
、
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

任
期
を
定
め
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職

又
は
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
も

の
で
あ
る
。
上
告
人
に
お
い
て
、
同
制

懲
戒
処
分
一
覧
表
「
学
校
名
」
欄
記
載

の
東
京
都
立
高
等
学
校
に
勤
務
す
る
教

職
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
表
「
職
務

命
令
の
日
」
欄
記
載
の
日
に
、
各
所
属

校
の
校
長
か
ら
、
卒
業
式
又
は
入
学
式

の
会
場
に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
席
で
国

旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
て
国
歌
を
斉
唱

す
る
こ
と
を
命
ず
る
旨
の
職
務
命
令

（
以
下
「
本
件
職
務
命
令
」
と
い
う
。）

を
受
け
た
が
、
同
表
「
処
分
の
理
由
」

欄
記
載
の
日
（
平
成
16
年
３
月
か
ら
同

20
年
３
月
ま
で
の
間
で
あ
る
。）
に
、

同
欄
記
載
の
行
為
（
卒
業
式
又
は
入
学

式
に
お
い
て
、
国
歌
斉
唱
の
際
、
起
立

し
な
か
っ
た
こ
と
等
）
を
し
て
、
本
件

職
務
命
令
に
違
反
し
た
。
そ
の
た
め
、

被
上
告
人
ら
は
、
都
教
委
か
ら
、
同
表

「
懲
戒
処
分
発
令
年
月
日
」
欄
記
載
の

日
に
、「
懲
戒
処
分
の
内
容
」
欄
記
載

の
と
お
り
、
戒
告
又
は
減
給
の
懲
戒
処

分
を
受
け
た
。

（
３
）
ア　

被
上
告
人
X7
、
同
X8
、

同
X9
、
第
１
審
原
告
Ａ
、
被
上
告
人

X10
、
同
X11
及
び
同
X12
は
、
平
成
19
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
定
年
等
に
よ
り
退
職

し
た
。
上
記
７
名
は
、
平
成
18
年
度
に

実
施
さ
れ
た
再
雇
用
職
員
採
用
候
補
者

選
考
へ
の
申
込
み
を
し
た
が
、
都
教
委

（
１
）
都
教
委
の
教
育
長
は
、
平
成

15
年
10
月
23
日
付
け
で
、
東
京
都
立
高

等
学
校
等
の
各
校
長
宛
て
に
、「
入
学

式
、
卒
業
式
等
に
お
け
る
国
旗
掲
揚
及

び
国
歌
斉
唱
の
実
施
に
つ
い
て
（
通

達
）」
を
発
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
上

記
各
校
長
に
対
し
、
①
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
入
学
式
、
卒
業
式
等
を
適

正
に
実
施
す
る
こ
と
、
②
入
学
式
、
卒

業
式
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
式
典

会
場
の
舞
台
壇
上
正
面
に
国
旗
を
掲
揚

し
、
教
職
員
は
式
典
会
場
の
指
定
さ
れ

た
席
で
国
旗
に
向
か
っ
て
起
立
し
て
国

歌
を
斉
唱
す
る
な
ど
、
所
定
の
実
施
指

針
の
と
お
り
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
、

③
教
職
員
が
こ
れ
ら
の
内
容
に
沿
っ
た

校
長
の
職
務
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は

服
務
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
教

職
員
に
周
知
す
る
こ
と
等
を
通
達
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
被
上
告
人
ら
（
被
上
告
人
X1
、

同
X2
及
び
同
X3
に
つ
い
て
は
そ
の
被
承

継
人
で
あ
る
第
１
審
原
告
Ａ
を
、
被
上

告
人
X4
、
同
X5
及
び
同
X6
に
つ
い
て
は

そ
の
被
承
継
人
で
あ
る
第
１
審
原
告
Ｂ

を
指
す
。
以
下
、
各
承
継
前
の
時
点
に

お
け
る
事
実
を
い
う
と
き
は
同
じ
。）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
１
審
判
決
別
紙
３
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度
は
、
退
職
す
る
職
員
の
知
識
及
び
経

験
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
等
行
政
の
効
率
的
な
運
営

を
図
り
、
退
職
す
る
職
員
の
生
活
設
計

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
上
告
人
が

雇
用
主
の
立
場
か
ら
、
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
合
わ
せ

て
公
務
部
門
に
お
け
る
再
任
用
の
機
会

を
設
定
し
、
高
齢
の
職
員
に
雇
用
の
機

会
を
提
供
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え

方
に
基
づ
き
、
平
成
13
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

イ　

再
雇
用
職
員
制
度
は
、
都
教
委

の
「
東
京
都
公
立
学
校
再
雇
用
職
員
設

置
要
綱
」（
昭
和
60
年
３
月
23
日
59
教

人
職
第
５
５
４
号
教
育
長
決
定
）
に
基

づ
く
制
度
で
あ
り
、
地
方
公
務
員
法
の

改
正
に
よ
り
昭
和
60
年
か
ら
定
年
制
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
定
年
等
に

よ
り
一
旦
退
職
し
た
教
職
員
等
を
同
法

３
条
３
項
３
号
に
掲
げ
る
特
別
職
の
非

常
勤
職
員
と
し
て
任
用
す
る
も
の
で
あ

る
。
同
制
度
の
趣
旨
は
、
高
齢
化
す
る

社
会
に
対
応
し
、
退
職
す
る
職
員
に
生

き
が
い
と
生
活
の
安
定
を
与
え
る
と
と

も
に
、
長
年
培
っ
た
豊
富
な
知
識
や
技

能
を
退
職
後
も
上
告
人
の
た
め
に
役
立

て
る
こ
と
に
あ
る
。

の
の
、
短
時
間
勤
務
の
再
任
用
職
員
は

勤
務
日
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
再
雇
用
職
員
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

場
合
に
正
規
職
員
の
負
担
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
前
再
雇
用
職

員
が
担
っ
て
き
た
業
務
を
担
わ
せ
る
た

め
、
非
常
勤
教
員
制
度
を
設
け
た
も
の

で
あ
る
。

「
都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
日
勤
講

師
に
関
す
る
規
則
」（
平
成
19
年
東
京

都
教
育
委
員
会
規
則
第
60
号
）
に
よ
れ

ば
、
非
常
勤
教
員
は
選
考
に
よ
り
都
教

委
が
任
命
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
非
常
勤
教
員
の
任
期
は
１
年
で

あ
り
、
そ
の
任
期
を
４
回
に
限
り
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
都
教
委
に
お
い
て
は
、

各
年
度
の
「
非
常
勤
教
員
採
用
候
補
者

選
考
実
施
要
綱
」
が
定
め
ら
れ
、
任
用

に
当
た
り
、
同
要
綱
に
基
づ
き
採
用
候

補
者
選
考
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
選
考
は
、
平
成
19
年
度
は

「
提
出
さ
れ
た
書
類
の
審
査
及
び
面
接

等
の
結
果
」、
同
20
年
度
は
「
勤
務
成

績
及
び
面
接
等
の
結
果
」
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

エ　

再
雇
用
職
員
制
度
及
び
非
常
勤

教
員
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
平
成
12

上
記
要
綱
に
よ
れ
ば
、
再
雇
用
職
員

の
任
命
に
つ
き
、
①
正
規
職
員
を
退
職

し
又
は
再
任
用
職
員
の
任
期
を
満
了
す

る
前
の
勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
こ

と
、
②
任
用
に
係
る
職
の
職
務
の
遂
行

に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
、
③
健
康
で
、
か
つ
、
意
欲
を

も
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
の
各
要
件
を
備
え
て
い
る
者
の

う
ち
か
ら
、
選
考
の
上
、
都
教
委
が
任

命
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

任
期
は
１
年
以
内
で
あ
り
、
一
定
の
要

件
の
下
、
４
回
に
限
り
、
満
65
歳
に
達

す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
再
雇
用
職
員
制
度
は
平
成
20

年
度
に
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
。

ウ　

非
常
勤
教
員
制
度
は
、「
都
立

学
校
等
に
勤
務
す
る
講
師
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
」（
昭
和
49
年
東
京
都
条

例
第
30
号
）
の
一
部
改
正
等
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
平
成
19
年
度

に
導
入
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
同
制
度
に
基
づ
く
任
用
が
開
始
さ
れ

た
。
上
告
人
に
お
い
て
は
、
再
雇
用
職

員
制
度
を
原
則
と
し
て
廃
止
し
て
定
年

に
よ
る
退
職
後
の
任
用
に
つ
い
て
再
任

用
制
度
を
基
本
と
す
る
こ
と
に
し
た
も

年
度
か
ら
同
21
年
度
ま
で
の
間
に
、
新

た
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者

の
全
員
が
採
用
候
補
者
選
考
に
合
格
し

た
年
度
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
年
度
で

は
90
％
か
ら
95
％
程
度
が
合
格
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断

し
て
、
被
上
告
人
ら
の
請
求
を
一
部
認

容
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

再
任
用
職
員
等
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
対
す
る
被
上
告
人
ら
の
期
待
は
、
一

定
の
法
的
保
護
に
値
し
、
採
用
候
補
者

選
考
の
合
否
及
び
採
用
の
可
否
の
判
断

に
つ
い
て
都
教
委
が
有
す
る
裁
量
権

は
、
一
定
の
制
限
を
受
け
る
。

本
件
不
合
格
等
は
、
被
上
告
人
ら
が

本
件
職
務
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
を
不

当
に
重
視
す
る
一
方
で
、
被
上
告
人
ら

の
従
前
の
勤
務
成
績
を
判
定
す
る
際
に

考
慮
さ
れ
る
べ
き
多
種
多
様
な
要
素
等

を
全
く
考
慮
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

再
任
用
制
度
等
の
趣
旨
に
反
し
、
そ
の

運
用
実
態
と
も
大
き
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
本
件
不
合
格
等
に
係
る
都

教
委
の
判
断
は
、
客
観
的
合
理
性
及
び

社
会
的
相
当
性
を
欠
き
、
裁
量
権
の
範

囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
を
し
た
も
の

に
当
た
る
。
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４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
再
任
用
制
度
等
は
、
定
年
等

に
よ
り
一
旦
退
職
し
た
職
員
を
任
期
を

定
め
て
新
た
に
採
用
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
い
ず
れ
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
任

命
権
者
は
採
用
を
希
望
す
る
者
を
原
則

と
し
て
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
法
令
等
の
定
め
は
な
く
、
ま
た
、

任
命
権
者
は
成
績
に
応
じ
た
平
等
な
取

扱
い
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
解

さ
れ
る
も
の
の（
地
方
公
務
員
法
13
条
、

15
条
参
照
）、
採
用
候
補
者
選
考
の
合

否
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、
従
前
の
勤

務
成
績
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
に

つ
い
て
規
定
す
る
法
令
等
の
定
め
も
な

い
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
採
用
候
補
者

選
考
の
合
否
の
判
断
に
際
し
て
の
従
前

の
勤
務
成
績
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
任
命
権
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
少
な
く
と
も
本
件
不
合
格

等
の
当
時
、
再
任
用
職
員
等
と
し
て
採

用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
が
原
則

と
し
て
全
員
採
用
さ
れ
る
と
い
う
運
用

が
確
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
に
加
え
、
再
任
用
制

２
９
４
号
同
24
年
１
月
16
日
第
一
小
法

廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
２
３
９
号

２
５
３
頁
等
参
照
）。
そ
し
て
、
被
上

告
人
ら
の
本
件
職
務
命
令
に
違
反
す
る

行
為
は
、
学
校
の
儀
式
的
行
事
と
し
て

の
式
典
の
秩
序
や
雰
囲
気
を
一
定
程
度

損
な
う
作
用
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
に
よ
り
式
典
に
参
列
す
る
生

徒
へ
の
影
響
も
伴
う
こ
と
は
否
定
し
難

い
。
加
え
て
、
被
上
告
人
ら
が
本
件
職

務
命
令
に
違
反
し
て
か
ら
本
件
不
合
格

等
ま
で
の
期
間
が
長
期
に
及
ん
で
い
な

い
こ
と
等
の
事
情
に
基
づ
き
、
被
上
告

人
ら
を
再
任
用
職
員
等
と
し
て
採
用
し

た
場
合
に
被
上
告
人
ら
が
同
様
の
非
違

行
為
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
否

定
し
難
い
も
の
と
み
る
こ
と
も
、
必
ず

し
も
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
る
と
、
任
命

権
者
で
あ
る
都
教
委
が
、
再
任
用
職
員

等
の
採
用
候
補
者
選
考
に
当
た
り
、
従

前
の
勤
務
成
績
の
内
容
と
し
て
本
件
職

務
命
令
に
違
反
し
た
こ
と
を
被
上
告
人

ら
に
不
利
益
に
考
慮
し
、
こ
れ
を
他
の

個
別
事
情
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
特

に
重
視
す
べ
き
要
素
で
あ
る
と
評
価

し
、
そ
の
よ
う
な
評
価
に
基
づ
い
て
本

件
不
合
格
等
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
、

そ
の
当
時
の
再
任
用
制
度
等
の
下
に
お

い
て
、
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
３
）
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
不
合

格
等
は
、
い
ず
れ
も
、
都
教
委
の
裁
量

権
の
範
囲
を
超
え
又
は
こ
れ
を
濫
用
し

た
も
の
と
し
て
違
法
で
あ
る
と
は
い
え

な
い
。

５　

こ
れ
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は

理
由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ

な
い
。

そ
し
て
、
前
記
事
実
関
係
等
の
下
に

お
い
て
は
、
被
上
告
人
ら
の
そ
の
余
の

主
張
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
被
上
告
人
ら
の

請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
、

第
１
審
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
取

消
し
、
同
部
分
に
つ
き
被
上
告
人
ら
の

請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
べ
き
で
あ

る
。よ

っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

山
口
厚　

裁
判

官　

池
上
政
幸　

裁
判
官　

小
池
裕　

裁
判
官　

木
澤
克
之　

裁
判
官　

深
山

卓
也
）

度
等
は
、
定
年
退
職
者
等
の
雇
用
の
確

保
や
生
活
の
安
定
を
そ
の
目
的
と
し
て

含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
定
年
退
職
者

等
の
知
識
、
経
験
等
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
教
育
行
政
等
の
効
率
的
な
運
営

を
図
る
目
的
を
も
有
す
る
も
の
と
解
さ

れ
る
こ
と
に
も
照
ら
せ
ば
、
再
任
用
制

度
等
に
お
い
て
任
命
権
者
が
有
す
る
上

記
の
裁
量
権
の
範
囲
が
、
再
任
用
制
度

等
の
目
的
や
当
時
の
運
用
状
況
等
の
ゆ

え
に
大
き
く
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
本
件
職
務
命
令
は
、
学
校
教

育
の
目
標
や
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事

の
意
義
、
在
り
方
等
を
定
め
た
関
係
法

令
等
の
諸
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
地

方
公
務
員
の
地
位
の
性
質
及
び
そ
の
職

務
の
公
共
性
を
踏
ま
え
、
生
徒
等
へ
の

配
慮
を
含
め
、
教
育
上
の
行
事
に
ふ
さ

わ
し
い
秩
序
の
確
保
と
と
も
に
式
典
の

円
滑
な
進
行
を
図
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
そ
の
遵
守
を

確
保
す
る
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
（
最
高
裁
平
成
22
年

（
オ
）
第
９
５
１
号
同
23
年
６
月
６
日

第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
65
巻
４
号

１
８
５
５
頁
、
最
高
裁
平
成
23
年
（
行

ツ
）
第
２
６
３
号
、
同
年
（
行
ヒ
）
第


